
透析前後のヘマトクリットと除水透析前後のヘマトクリットと除水
率から溢水症例を検出する率から溢水症例を検出する
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1.1. 毎月定期採血時、透析患者全員に、毎月定期採血時、透析患者全員に、HDHD前前
後で後でHtHtを採血し、⊿を採血し、⊿BVBVを算出する。を算出する。

⊿⊿BVBV（％）＝｛（％）＝｛ HtHt（前）／（前）／HtHt（後）－１（後）－１ ｝＊｝＊100100
2.2. HDHD中の中のBpBp・・PPの変動，自覚症状，浮腫，の変動，自覚症状，浮腫，

CTRCTRの推移から、の推移から、適正除水適正除水，，溢水傾向（除溢水傾向（除

水不足）水不足），，虚血傾向（過除水）虚血傾向（過除水）に分類し、そに分類し、そ
れぞれ、⊿れぞれ、⊿BVBVと除水率の関係を散布図にと除水率の関係を散布図に

記し比較する。記し比較する。

（次頁に分類条件を記す）（次頁に分類条件を記す）

ⅠⅠ．方．方 法法



1)1)溢水傾向溢水傾向：： ①①確かな溢水症状をみとめる。確かな溢水症状をみとめる。

②②HDHD後半も高血圧で、除水に伴う脈拍増加が後半も高血圧で、除水に伴う脈拍増加がなな

く、牽引痛や倦怠感がない。く、牽引痛や倦怠感がない。

③③HDHD後に浮腫を認める。（低後に浮腫を認める。（低AlbAlb血症でないこと）血症でないこと）

④④過去過去11年間の安定した透析状況下での年間の安定した透析状況下でのCTRCTRのの

最低値よりも最低値よりも5%5%以上の増大がある。以上の増大がある。

⑤⑤適正と思われる適正と思われるDwtDwtよりより2%2%以上の除水不足で以上の除水不足で

ある。ある。

2)2)虚血傾向虚血傾向：： ①①除水に伴い明らかな低血圧、また除水に伴い明らかな低血圧、また

は脈拍の増加がみられる。は脈拍の増加がみられる。

②②除水に伴う牽引痛や倦怠感・胸痛・腹痛などが除水に伴う牽引痛や倦怠感・胸痛・腹痛などが

みられる。みられる。

1)1)，，2)2)の条件に該当しないものをの条件に該当しないものを適正除水群適正除水群とした。とした。
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溢水傾向（除水不足）症例の評価溢水傾向（除水不足）症例の評価

y = y = --2.0124x + 8.572.0124x + 8.57 以上以上に位置する症例に位置する症例

３６例３６例 ･･････････ このうち溢水傾向の症例：３０例このうち溢水傾向の症例：３０例

83.383.3％％の確立で溢水傾向の確立で溢水傾向

y = y = --2.0124x + 8.57 2.0124x + 8.57 未満に位置する症例未満に位置する症例

５１４例５１４例 ･･････････ このうち溢水傾向の症例：２５例このうち溢水傾向の症例：２５例

４．９％４．９％

⊿⊿BVBV--（（--2.0124x + 8.572.0124x + 8.57））=OHRI=OHRIとし、臨床で利用とし、臨床で利用



Over hydration risk indexOver hydration risk index
= = ⊿⊿BV BV -- （（ --2.0124x + 8.572.0124x + 8.57））

⊿⊿BV = BV = （（HtHt前／前／HtHt後後 -- 11）＊）＊100100

x = x = 除水量／除水量／DwtDwt＊＊100100



ⅡⅡ．臨床における．臨床におけるOHRIOHRIの有用性の有用性

の評価の評価

1.1. OHRIOHRIが（＋）を示す症例を抽出し、その月のが（＋）を示す症例を抽出し、その月の
CTRCTR側定時体重（側定時体重（wt1)wt1)ととOHRIOHRI測定時体重測定時体重
(wt2)(wt2)を比較を比較

(wt1 (wt1 -- wt2)wt2)／／DwtDwtにより求めた値のばらつきがにより求めた値のばらつきが
0.5%0.5%以内のデータを採用以内のデータを採用 それ以外を除外それ以外を除外

2.2. 1.1.を満たした症例につき、を満たした症例につき、OHRIOHRI・・CTRCTR・・BpBp
（（1hr1hr及び及びlast 1hrlast 1hr）を比較評価）を比較評価
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60 0.01 26.092 -1.04 89.883 0 Boundaries ->hmax  31 hmin  23 smax 100 smin 50 bma
120 0.03 26.234 -1.575 89.566 0
180 0.05 26.294 -1.802 90.267 0
240 0.06 26.377 -2.11 90.365 0
300 0.08 26.513 -2.61 89.713 0
360 0.1 26.603 -2.941 89.269 0
420 0.11 26.58 -2.857 89.703 0
480 0.13 26.588 -2.885 91.01 0
540 0.15 26.648 -3.104 90.12 0
600 0.16 26.643 -3.085 89.805 0
660 0.18 26.65 -3.112 90.543 0
720 0.2 26.584 -2.869 91.834 0
780 0.21 26.619 -2.999 90.735 0
840 0.23 26.675 -3.202 89.709 0
900 0.25 26.645 -3.093 89.619 0
960 0.26 26.595 -2.911 90.825 0

1020 0.28 26.563 -2.794 91.034 0
1080 0.3 26.62 -3.002 89.901 0
1140 0.31 26.551 -2.751 90.808 0
1200 0.33 26.559 -2.78 89.938 0
1260 0.35 26.605 -2.947 89.034 0
1320 0.36 26.589 -2.888 89.437 0
1380 0.38 26.612 -2.974 89.072 0
1440 0.4 26.502 -2.568 91.079 0
1500 0.41 26.546 -2.731 89.221 0
1560 0.43 26.494 -2.541 90.108 0
1620 0.45 26.52 -2.636 89.658 0
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結結 語語

OHRIOHRIを用いることにより、溢水症例の半数をを用いることにより、溢水症例の半数を

約８割の確率で、定期採血から抽出することが約８割の確率で、定期採血から抽出することが
できる。できる。

OHRIOHRIと各症例の水分貯留に関連する臨床経と各症例の水分貯留に関連する臨床経

過に相関傾向が認められた。過に相関傾向が認められた。

OHRIOHRIは、溢水から引き起こされる透析患者のは、溢水から引き起こされる透析患者の

心不全の何割かを、未然に防ぐことが容易に心不全の何割かを、未然に防ぐことが容易に
出来るという点において、有意義である。出来るという点において、有意義である。
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